
















— 9 —

KAWA TO HITO Magazine  Vol.46 特　集�

特集Ⅰ
Part.2
特集Ⅰ

　この 10 年で「地球温暖化による異常気象」、「ゲリラ豪雨」
という言葉が当たり前に使われるようになり、昭和 56 年は台
風の北海道上陸は 1つだったのに対し、平成 28 年には史上初
めて 1 週間に 3 つの台風が上陸し、記録的な大雨による被害
が発生しました。水害の特徴の変化やそれに伴う流域治水の
必要性など、水害に対する考え方に変化があった 10 年であり
ました。

　千歳川流域は、昭和 56 年水害に代表されるように水害常襲
地帯です。近年では、平成 26年、30 年の台風により道路の冠
水や住宅への浸水等の被害はありましたが、大規模な災害には
至っておらず、千歳川流域の治水対策が着実に進んでいる成果
であると捉えています。

原田 裕 恵庭市長（北海道千歳川水系治水連絡協議会会長）

善岡 雅文 砂川市長（北海道河川環境整備促進協議会会長）

( 画像提供：恵庭市 )

( 画像提供：砂川市 )

　平成 26 年 9月 11 日豪雨の際には、約 33 年ぶりとなる札幌
市災害対策本部を設置し、全市民の約 4割にあたる約 78 万人
に避難勧告を発令するなど、市民の安全を確保するための対
応を行いました。幸い人的被害は発生しなかったものの、多
くの物的被害がありました。今後もこれ以上の規模の災害が
起こることが十分に想定され、人口・資産が集中している札
幌市の安全、安心を守るためには、引き続き治水整備等によ
り流域全体の治水安全度の向上に努めていくことが必要であ
ると感じています。

秋元 克広 札幌市長

( 画像提供：札幌市広報課）

質問 2　　　　　　それぞれの関わりの深い河川流域において、水災害の発生状況とそれへの対応はいかがでしたか、

お聞かせください。


























































	001表紙
	002挨拶
	003特集1
	004特集1
	005特集1
	006特集1
	007特集1
	008特集1
	009特集1
	010特集1
	011特集1
	012特集1
	013特集1
	014特集1
	015特集1
	016特集1
	017特集1
	018特集2_
	019特集2_
	020特集2_
	021特集2_
	022特集2_
	023特集2_
	024特集2_
	025特集2_
	026-トピックス
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